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●単元名  「よく生きるとは」（帝国書院『新現代社会』pp.48-60） 

 “death education”は、自らの死（時間の有限性）を自覚し、そこから生き方を考えることを目的としている。出会って日

が浅く、信頼関係が十分に形成できていない生徒へ向けて、「死」という言葉を直接的に向けることは適切ではない。しかし、

この言葉を使わずとも、自身の生き方や価値観を内省することはできる。本単元では、高等学校学習指導要領第２章２節公民

の現代社会の内容（２）「現代社会と人間としての在り方生き方」アを取り扱う。本単元は生き方や価値観を内省する、とい

う意味で関連性が極めて高い。そこで、哲学対話という手法を用いて、生徒の思考を促すことを実践した。 

 

●単元の目標 

本単元は現代社会の中でも特に、人間の生き方・あり方の本質に迫る内容を扱っている。宗教や思想、文化の知識を覚える

だけではなく、生徒自身の今までとこれからを考える姿勢を身につけてほしいと考えた。生涯における青年期の意義について

理解させ、伝統や文化に触れながら自己形成の課題を考察させ、現代社会における青年の生き方について自覚を深めさせる。

その手法の１つとして、哲学対話を取り入れていく。これを行うことにより、教室内では何を発言しても、しなくても良い環

境を作り出すことができる。 

コミュニティボール（筆者作成） 
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宗教と思想と文化は、各人の核を形成する重要なものである。古来から、日本も含めた世界各地では宗教が生まれ、人々の

暮らしに多大な影響を与えてきた。政治的にもこれらは絡み合い、現代社会を考える上でも切り離せない。日本国内での宗教

や文化の現状と課題を知り、それについて、生徒各々が自信の経験や既習事項から思考を深めることを目的としている。身近

な宮城県内であっても、生徒にとっては異文化となりうるものが多くあり、教室で日々を共に過ごすクラスメイトが実は、自

分自身とは異なる考えや思いを持っていたり、物事を見る視点が違っていたりすることを知る機会になりうると考える。 

宗教や日本思想、伝統と文化など、日常に当たり前のように溶け込んでいる事象を、授業を通して改めて見つめ、生徒各々

の思考や行動にどのような影響を与えているのかを内省することもねらいとしている。生徒がそれぞれ、自分はどのように日

常で物事を考えているのかを見つめ、そして自身の生き方を考えるための素地の形成もねらいとした。 

 

●単元の評価規準 

社会的事象への関心・意欲・態度 社会的な思考・判断・ 

表現 

資料活用の技能 社会的事象についての知識・理解 

哲学対話において、自身の考えを深め

たり、新たな視点を得たりすることが

できる。（挙手や発言の回数は評価に含

まない） 

宗教や文化を巡る社会的事

象が起こっている理由を考

え、説明することができる。 

統計や写真、その他の

資料を適切に読解・選

択・活用している。 

宗教や思想、文化の基本的な知識を習得

し、また、これらは相互に、そして社会的

要因も絡み合って形成されていることを

理解する。 

                                                                    

（２）実践の振り返り 

生徒たちは中学生になって半年が経過し、中学生の時とは異なる学習環境に慣れたり、より深い学びに意欲的に取り組んだ

りしている様子が見受けられる。ただし、書いて思考を深めたり、整理したりすることは慣れているが、自らの言葉で考えや

思いを発信することは不慣れである。また、授業中に行なった発問や質問に対し、指名をすると発言ができるが、自発的な発

言が苦手な様子も見られる。しかし、根は真面目で、自らの進路を達成するために勉強を頑張る生徒が多い。 

本単元の第1時では哲学対話のルールを確認し、「生まれ変わったら男女どちらになりたい？」をテーマに、３０分間の哲

学対話を体験した。第2時では哲学対話を取り入れて、「宗教とは何か」をテーマに２０分間の対話を行なった。いずれの回

も、元々のテーマからさらに枝分かれし、様々なテーマで対話を展開した。第1時では、初めて行う形式の授業に戸惑い、な

かなか発言が出なかったが、第2時では、やり方やルールを確認し、発言者が増えた。授業のふりかえりシートでは、哲学対

話への戸惑いを持ちつつも、「安心して話せた」や「ほかの人がどのような考えを持っているのか聞けて楽しかった」などの

声が書かれていた。また、第3時では授業内容の性質上、哲学対話を行わなかったが、生徒自身の生活や価値観を内省する発

問を行った。 

 

（２）指導過程（４/４） 

＜ねらい＞文化を継承するとはどういうことなのか、既習内容や生徒自身の経験に即して考えることができる。 

段

階 

学習活動（○：発問） 予想される児童（生徒）の

反応 

指導上の留意点 

導

入 

5

m 

１ 前時までの振り返り 

・実習中に担当した授業の内容を、pptを用いて振り返る 

・本時が今までの授業の集大成である事を提示する。 

・学習課題を提示する。 
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展

開 

２ 多様性のある日本 

・伝統とは何か、について民俗学の視点から取り扱う 

◯「伝統」という言葉には、どのようなイメージがある？ 

◯それでは、「初詣」は「伝統」だと思う？ 

◯「初詣」はいつから行われていると思う？ 

・明治中期に鉄道が整備され、従来はイエや集落で行われていた年越

し行事を、神社への参拝という形でレジャー化された。 

◯初詣の歴史は意外と新しい。「伝統」と言えるだろうか？ 

・「伝統」という言葉のあいまいさ 

・・「地域文化」とは何か、について語句の意味確認を行う

・・亘理のいちご農家とアイヌ文化を例に、地域文化の事例を紹介する。 

◯海の中で神輿を担いでいるいちご農家の人たちは、何を願ってい

る？ 

・神職と担ぎ手の認識の違いを紹介し、地域文化を形成する人々の多様さ

を紹介する。 

◯日本は多民族国家？それとも単一民族国家？ 

・アイヌ民族の存在を紹介し、多民族国家だということや、文化庁の地

域文化の定義を再度確認し、その意味を考えさせる。 

３ 日本の伝統と文化 

・日本文化と宗教意識の例を確認する。 

４ 新しい文化の創造 

・昨年ロシアで行われたジャパンエキスポの一場面を見せ、日本のア

ニメーションが海外でも人気を得ていることを紹介。 

・伝統芸能や伝統工芸が、現代ではどのように継承されているのか、サ

ブカルチャーの面から見ていく。 

◯（ワンピース歌舞伎の一場面の写真を見せながら）これはある伝統芸

能が、現代風にアレンジされている。この写真から読み取れることは

何？ 

５ 哲学対話 

・昔からあるもの 

・祭 

・江戸時代 

・ずっと昔 

・戦前 

・水害防止 

・いちごの豊作 

・何も考えずに楽しんでいる 

・挙手 

・歌舞伎？ 

・衣装が歌舞伎っぽくない 

・化粧は歌舞伎っぽいけれど

… 

・実際に大崎市三本木での

民俗調査で撮影した写真資

料を提示し、身近な事例と

して親近感を得やすいよう

にする。 

・ここでは生徒の発言や挙手

を促さず、本時の授業を通じ

た問題意識として提示する。 

・文化庁の定義に従う。 

（地域文化は、地域で生ま

れ、継承されていくものであ

り、その担い手は地域住民で

ある。地域文化は国全体の文

化の基盤である） 

・生徒の思考が、無意識のう

ちにエスノセントリズムに

陥らないように配慮する。 
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◯「文化を継承する」とはどういうこと？ ・これはチョッパー（キャラ

クター名）？ 

・ワンピース歌舞伎は「伝統」

なの？文化の継承だと言え

る？ 

・「伝統」の定義は何？ 

・文化が共生するってどうい

うこと？ 

・円形になって行うことが望

ましいが、教室の都合上、そ

の場で行う。 

・哲学対話の７つのルールの

再確認を行う。 

・生徒から言葉が出ないとき

は、急かさずに待つ。 

・テーマから話題が逸れても

構わない。 

終

末 

５ 本時のまとめと次回の授業内容告知を行う 

（５）評価 

社会的な思考・判断 

本時の評価規準 文化を継承するとはどういうことなのか、考えることができる 

十分満足できると判断される児童（生徒）

の姿 

ふりかえりシートにおいて、自身の考えや思ったこと、印象に残った言葉とその理由を記入で

きている。 

支援が必要と判断される児童（生徒）へ

の手だて 

７つのルールの再確認をしたり、ファシリテーターとして参加を促したりする。 
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